
鶴
岡
市
有
機
農
業
推
進

協
議
会
（
小
野
寺
喜
作
会

）

、

長
の
総
会
が
４
月

日
30

藤
島
庁
舎
３
階
大
会
議
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
会
は
平
成

年
（
２

20

０
０
８
）
１
月
設
立
し
、

有
機
農
業
推
進
法
に
よ
る

国
の
推
進
計
画
の
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。会

員
は
６
団
体

個
人

14

。

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

令
和
５
年
度
は
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
田
「

ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
」
や

「
有
機
栽
培
出
前
授
業
、」

「
有
機
米
給
食
提
供
」
な。

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

昨
年
６
月

日
の
生
き

19

物
調
査
で
は
、
渡
前
小
学

校
５
年
生
の
調
査
に
、
山

形
大
学
農
学
部
の
佐
藤
智

准
教
授
と
、
研
究
室
の
学

生
・
留
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

６
月

日
の
有
機
栽
培

14

の
展
示
ほ
場
巡
回
で
は
、

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
研
修
生
や

若
手
農
家
が
参
加
し
、
研

修
し
ま
し
た
。

有
機
農
業
実
施
計
画

鶴
岡
市
は
令
和
５
年
３

月

日
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

、

31

」

、

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い

有
機
農
業
を
は
じ
め
と
す

る
持
続
可
能
な
農
業
を
広

め
て
い
く
た
め
、
鶴
岡
市

有
機
農
業
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
、

同
会
と
Ｊ
Ａ
、(

株)
N

EW
G

R
EEN

SU
PPLY

（
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
ア

グ
リ
、
鶴
岡
市
に
よ
る
実

）

施
体
制
と
し
て
「
有
機
・」

循
環
型
農
業
促
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
農
業
者
が
同
額

を
負
担

学
校
給
食
へ
の
有
機
米

提
供
は
２
回
実
施
さ
れ
、

俵
（
つ
や
姫

・
５
俵

28

21）

。

・
雪
若
丸

俵
を
提
供

13

通
常
給
食
の
は
え
ぬ
き

１
等

万
１
５
０
４
円
１
（

44

俵
当
た
り
１
万
５
７
６
８

円
）
に
、
有
機
米
加
算
金

万
７
６
７
２
円
（
１
俵

59

）

当
た
り
２
万
１
３
４
５
円

を
拠
出
し
市
と
同
会
農

、

（

業
者
）
で
１
／
２
づ
つ
負

担
す
る
仕
組
み
に
し
て
い

ま
す
。

農
業
者
の
手
取
り
収
入

は
実
質
、
１
俵
当
た
り
２

万
６
４
４
０
円
で
、
有
機

米
の
通
常
取
引
の
約
３
万

円
よ
り
割
安
と
な
り
、
市

の
補
助
金
の
増
額
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
い
す
み
市
と
、

愛
媛
県
今
治
市

千
葉
県
い
す
み
市
（
３

万
５
５
３
６
人
）
は
、
２

０
１
７
年
か
ら
学
校
給
食

に
有
機
米
１
０
０
％
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
で
有
機
米

づ
く
り
を
す
す
め
、
農
家

に
と
っ
て
再
生
産
が
出
来

る
価
格
を
保
障
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
、
市
の
予
算

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

有
機
米
は
保
護
者
か
ら

の
評
価
も
高
く
、
農
家
の

所
得
安
定
に
も
寄
与
し
、

有
機
農
業
に
関
心
を
持
つ。

移
住
者
も
増
え
て
い
ま
す

全
国
で
学
校
給
食
が
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
変
わ
っ
て

い
け
ば
、
日
本
が
抱
え
る

、

、

、

食
の
問
題
農
業
環
境

医
療
な
ど
の
多
く
の
難
問

に
対
し
、
解
決
の
糸
口
を

示
す
こ
と
に
な
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
今
治
市
（

万
15

５
９
６
人
）
は
、
平
成
15

年
（
２
０
０
３
）
２
月
22

～

日
に
旧
藤
島
町
で
開

23
催
さ
れ
た
日
本
有
機
農
業

研
究
会
第

回
全
国
大
会

31

に
、
市
役
所
職
員
数
人
が

参
加
し
、
そ
の
後
、
有
機

農
業
の
ま
ち
づ
く
り
を
大

き
く
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

学
校
給
食
で
使
用
し
て

い
る
米
は
愛
媛
県
の
エ

、

「

コ
え
ひ
め
」
の
認
証
を
受

け
た
、
今
治
市
産
特
別
栽

培
米
で
す
。
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学
校
給
食
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有
機
米
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よ
う

鶴
岡
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会
が
総
会
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鶴岡市の有機農業産地づくりの取り組み



「
特
定
空
き
家
」
と

「
管
理
不
全
空
き
家
」

「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
改
正
さ
れ
（
２
０
２
３

年

月

日
施
行

「
管

）、

12

13

理
不
全
空
き
家
」
の
区
分

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
特
定
空

き
家
」
は
、
放
置
す
れ
ば

倒
壊
な
ど
危
険
と
な
る
空

き
家
で
、
自
治
体
が
修
繕

や
解
体
な
ど
直
接
介
入
で

き
ま
す
。

「
特
定
空
き
家
」
が
増

え
て
い
る
た
め
、
放
置
す

れ
ば
「
特
定
空
き
家
」
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
空
き

「

」

家
を
管
理
不
全
空
き
家

と
し
、
自
治
体
に
よ
る
指

導
や
勧
告
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

、

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は

「
固
定
資
産
税
等
の
住
宅

用
地
特
例
」
が
適
用
外
と

な
り
ま
す
。

住
宅
用
地
特
例
は
、

小
規
模
住
宅
用
地
（
２

０
０

以
下
）
が
１
／
６

㎡

に
減
額
、
一
般
住
宅
用
地

（
２
０
０

超
）
が
１
／

㎡

３
に
減
額
で
、
税
負
担
が

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
率
６
・
４
％

鶴
岡
市
は
令
和
５
年
２
（

０
２
３
）
３
月
に
「
第
２

次
鶴
岡
市
空
き
家
等
対
策

計
画

(

令
和
５
～

年
度)

」

11

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
鶴
岡
市

全
域
の
空
き
家
棟
数
は
３

５
８
２
棟
で
、
空
き
家
率

は
６
・
４

で
し
た
。

％

地
域
別
で
は
、

鶴
岡
市
街
地
１
４
０
７
空
（

き
家
率
５
・
５

）
％

同
郊
外
地
１
０
１
３
（
７

・
１

、
％
）

（

）

藤
島
２
６
２
６
・
３
％

（

）

羽
黒
１
２
９
３
・
９
％

（

）

櫛
引
１
２
５
４
・
１
％

（

）

朝
日
１
６
４
９
・
６
％

（

）

温
海
４
８
２

・
０
％

12

解
体
費
用
を
一
部
補
助

鶴
岡
市
は
、
住
宅
用
で

倒
壊
が
危
惧
さ
れ
る
危
険

な
空
き
家
を
対
象
に
「
危
、

険
空
き
家
解
体
補
助
金
」

制
度
で
、
解
体
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
上
限
額
は
、
個
人

型

万
円
、
地
域
団
体
支

50
援
型

万
円
で
す
。

75

ら
な
い
と
い
う
事
は
、
ド

ル
が
高
く
な
っ
た
。
つ
ま

り
円
安
と
い
う
事
に
。

▲
こ
の
円
安
を
喜
ん
で
い

る
の
が
、
観
光
地
を
埋
め

尽
く
す
外
国
人
客
だ
。
こ

れ
で
困
る
の
が
私
達
庶
民

よ
。
観
光
地
で
同
じ
物
を

食
う
事
は
高
く
て
。
ホ
テ。

ル
も
高
く
て
取
れ
な
い
ぞ

社
用
の
出
張
は
宿
が
高
く

っ
て
・
と
の
嘆
き
だ
。

▲
輸
出
に
は
有
利
だ
が
、

輸
入
に
頼
る
日
本
社
会
は。

物
価
引
き
上
げ
の
連
続
に

外
国
産
の
ビ
フ
テ
キ
は
、

ド
ル
高
分
を
売
価
に
転
嫁

で
き
ず
、
転
業
を
考
え
て

い
る
と
の
テ
レ
ビ
も
。

▲
こ
れ
も
、
何
も
良
い
事

が
無
か
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
せ
い
だ
。
国
債
の
増

発
で
金
利
に
さ
わ
る
事
が、

出
来
な
い
日
本
の
状
態
を

。

、

世
界
は
見
て
い
る
当
然

米
国
の
金
利
が
上
が
れ
ば

円
安
が
止
ま
ら
な
い
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
が
、

▲
物
価
上
昇
は
消
費
税
も

膨
ら
む
。
庶
民
が
苦
し
ん

で
い
て
も
、
政
府
は
喜
ん

（

）

で
い
る
の
で
は
？
石
川

北
白
川
能
久
親
王
、
及
び

き
た
し
ら
か
わ
よ
し
ひ
さ
し
ん
の
う

参
議
大
隈
重
信
・
同

お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ

大
木
喬
任
ら
が
随
行
（
扈

お
お
き
た
か
と
う

従
）
し
た
。

▼
随
行
者
は
、
碑
文
で
は

扈
従
（
こ
じ
ゅ
う
）
で
あ

る
が
、
奴
隷
的
で
訂
正
し

た
。
以
下
簡
単
に
説
明
す

る
。

江
戸
城
総

熾
仁
親
王
︙

攻
撃
の
大
将
・
西
郷
を
参

謀
。

(
)

戊

能
久
親
王

写
真

︙
、

辰
戦
争
で
政
府
と
対
立
し

円
安

喜
ぶ
の
は

あ
れ
は
結
婚
し
て

年
25

目
だ
か
ら
、
ハ
ワ
イ
旅
行

は
銀
婚
式
の
祝
い
だ
っ
た

事
に
。
子
ど
も
が
何
か
の。

応
募
で
当
選
し
た
ん
だ
と

２
人
で
足
宿
付
き
の
４
泊

６
日
が

万
円
だ
っ
た
記

10

憶
。
そ
の
時
の
円
は
１
１

４
円
だ
っ
た
と
妻
の
言
。

▲
あ
の
頃
は
円
が
安
い
高

い
話
は
知
ら
な
い
。
戦
後

１
ド
ル
は
、
３
６
０
円
だ

っ
た
ん
だ
が
、
そ
れ
が
プ

ラ
ザ
合
意
と
か
で
自
由
相

場
に
代
わ
っ
た
記
憶
だ
。。

そ
の
時
は
何
円
だ
っ
た
か

▲
１
ド
ル
が
１
５
０
円
に

な
る
よ
う
だ
と
、
ニ
ュ
ー

ス
に
力
が
入
っ
た
け
が
、

そ
の
後
一
円
進
む
ご
と
に

何
年
ぶ
り
か
の
言
。
つ
い

に
１
６
０
円
で
日
銀
が
介

入
し
た
か
の
報
道
。
そ
れ

で
も
４
～
５
円
動
き
だ
。

▲
円
安
と
は
、
１
ド
ル
で

買
え
る
も
の
に
何
円
払
う

か
な
の
で
す
。
だ
か
ら
１

１
４
円
で
よ
い
も
の
に
１

６
０
円
払
わ
な
け
れ
ば
な

内
容
に
つ
い
て
は
、
こ、

れ
ま
で
も
書
い
て
き
た
が

誤
り
や
不
完
全
な
も
の
も

あ
る
の
で
、
今
回
の
調
査

・
研
究
の
進
展
に
基
づ
き

改
め
て
記
し
た
い
。
又
残。

さ
れ
た
課
題
も
記
し
た
い

明
治

年(

１
８
８
１)

14

９
月
、
北
海
道
・
秋
田
・

山
形
を
巡
幸
し
、
同
月
23

日
、
山
形
県
東
田
川
郡
に

入
っ
た
。

有
栖
川
熾
仁
親
王
・

あ
り
す
が
わ
た
る
ひ
と
し
ん
の
う

東
田
川
史
跡
物
語

宮
内
庁
随
行
員
が
多
数
の
意
味

青
山

崇

。

奥
羽
越
列
藩
同
盟
盟
主
に

参
議(

左
右

大
隈
重
信
︙

大
臣
に
次
ぐ
、
政
策
の
実。

質
は
参
議
た
ち
で
決
め
た

７
・
８
人)

大
蔵
・
外
務
・

内
務
の
各
大
臣
を
務
め
、

明
治

年
総
理
大
臣
。
彼

31

が
揮
毫
し
た
斎
藤
三
郎
右

き
ご
う

衛
門
（
衆
議
院
議
員
：
渡

前
）
顕
彰
碑
が
六
所
神
社

境
内
に
あ
り
、
当
碑
に
次

ぐ
石
碑
か
。

「
管
理
不
全
空
き
家
」
は
、
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
、
住
宅
用
地
特
例
が
適
用
外
!?

明
治
４
年

大
木
喬
任
︙

(

１
８
７
１)

初
代
文
部
卿

、

も
ん
ぶ
き
よ
う

と
な
り
学
制
を
制
定
。
明

治

年
に
元
老
院
議
長
。

13碑
文
に
未
記
入
の
随
行

員
を
記
す
。

参
議
・
北

黒
田
清
隆
︙

く
ろ
だ
き
よ
た
か

。

海
道
開
拓
長
官
・
先
発
者

宮
内
大

徳
大
寺
真
則
︙

と
く
だ
い
じ
さ
ね
つ
ね

、

臣
・
侍
従
長
な
ど
を
務
め

信
頼
が
厚
く
死
去
ま
で
務

め
た
。

彼
の
下
に
宮
内
庁
高
官

が
多
く
随
行
し
た
。

こ
れ
は
、
天
皇
家
と
政

治
・
軍
事
の
結
び
つ
き
を

強
め
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

鶴岡市の空き家無料相談会


